
NO.118（11） 日 高 市 議 会 だ よ り

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

�

三
木　

伸
也

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
の
権
利
確
認

等
請
求
事
件
の
判
決
内
容
に
つ
い
て

�

稲
浦　

巖

一
般
質
問
の
要
旨

IT で人々の生活をより良い方向に

問　

令
和
３
年
12
月
に
閣
議

決
定
し
た
地
方
自
治
体
の
基

幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・

標
準
化
計
画
に
つ
い
て
、
当

市
の
進
捗
は
。

答　

令
和
７
年
度
を
目
標
時

期
と
し
て
、
標
準
化
及
び
行

政
用
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
へ

の
移
行
に
つ
い
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問　

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
人
が
手

作
業
で
行
っ
て
い
た
仕
事
を

Ｐ
Ｃ
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
現
在
の
活
用
状
況
は
。

答　

今
年
度
か
ら
税
関
係
２

業
務
で
運
用
し
て
い
る
。

問　

現
行
稼
働
状
況
に
よ
り

試
算
さ
れ
る
効
果
は
。

答　

手
作
業
と
比
較
し
て
約

47
％
作
業
減
の
可
能
性
が
あ

る
。

問　

電
子
契
約
の
検
討
は
。

答　

県
公
共
工
事
契
約
業
務

連
絡
協
議
会
飯
能
支
部
研
修

会
に
お
い
て
、
電
子
契
約
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
う

な
ど
、
情
報
収
集
に
努
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
に
つ
い
て
、
検
討
状
況
は
。

答　

申
請
者
が
手
数
料
や
郵

送
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
し
、
市
が
証
明
書
を
自

宅
へ
郵
送
す
る
と
い
う
、
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
今

後
は
、
近
隣
市
町
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
く
。

問　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）
対
策
は
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

を
公
民
館
で
実
施
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
に
93
人
、
令
和

２
年
度
に
93
人
、
令
和
３
年

度
に
202
人
が
参
加
し
て
い
る
。

今
後
は
各
部
署
の
事
業
に
も

働
き
か
け
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
に
努
め
た
い
。

問　

図
書
館
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、

紙
媒
体
の
損
害
状
況
は
。
ま

た
、
電
子
出
版
物
蔵
書
の
課

題
は
。

答　

令
和
３
年
度
、
３
年
連

続
不
明
と
な
っ
た
図
書
の
損

害
額
は
約
11
万
５
千
円
で
、

汚
破
損
は
約
19
万
３
千
円
で

あ
っ
た
。
課
題
は
、
著
作
権

法
上
無
償
も
権
利
者
許
諾
は

必
要
で
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
料
、

ラ
イ
セ
ン
ス
費
用
で
毎
年
相

当
な
運
用
費
用
が
掛
か
る
。

問　

全
国
的
な
電
子
図
書
館

の
増
加
理
由
と
将
来
の
見
通

し
は
。

答　

感
染
対
策
の
国
交
付
金

で
導
入
し
増
加
し
た
が
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
大
き
い
。

将
来
的
に
は
電
子
図
書
が
さ

ら
に
一
般
的
に
な
る
と
考
え

る
。

問　

当
該
事
件
の
判
決
を
受

け
て
の
、
市
の
考
え
は
。
当

該
事
件
の
判
決
は
原
告
側
の

訴
え
は
却
下
さ
れ
、
市
は
勝

訴
し
た
。
判
決
文
書
の
「
裁

判
所
の
判
断
」
と
し
て
、
本

件
条
例
の
法
的
効
力
に
つ
い

て
問
題
点
を
３
点
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

１
点
目
に
、
本
件
条
例
に

基
づ
く
市
長
の
同
意
を
得
な

か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
事

業
者
が
事
業
を
実
施
で
き
な

く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
こ
と
。　
　
　

　

２
点
目
に
、
本
件
条
例
に

基
づ
く
市
長
の
同
意
を
得
な

か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
直

ち
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
措
置
法
の
趣
旨
に
違
反

し
、
認
定
を
取
り
消
す
必
要

が
あ
る
事
に
な
る
と
考
え
る

事
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　

３
点
目
に
、
市
が
定
め
る

行
政
指
導
に
従
わ
な
か
っ
た

事
が
、
林
地
開
発
許
可
の
判

断
に
当
た
っ
て
影
響
す
る
こ

と
は
考
え
難
い
こ
と
。
以
上

の
問
題
点
に
つ
い
て
の
市
の

見
解
は
。　

答　

本
条
例
は
災
害
発
生
を

防
止
し
、
良
好
な
環
境
と
景

観
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
し
た
。
事
業
者
に
対

し
、
地
域
住
民
等
へ
説
明
会

の
実
施
、
市
へ
の
届
出
の
義

務
付
け
、
事
業
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
市
長
の
同
意
を

得
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
訴
訟
は
、
原
告

側
が
本
件
条
例
の
定
め
る
特

定
保
護
区
域
内
で
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
事
業
を
実
施
す

る
事
が
で
き
る
権
利
等
の
確

認
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

裁
判
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
争

点
を
包
含
し
、
原
告
が
主
張

す
る
法
的
地
位
が
確
認
訴
訟

の
対
象
と
し
て
適
切
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
そ
の
他
の
原
告
の
各
訴

え
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も

不
適
法
と
判
断
し
、
却
下
の

判
決
が
さ
れ
た
。

　

当
該
裁
判
の
判
決
に
お
い

て
、
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

事
業
に
関
す
る
各
法
令
と
当

該
条
例
の
関
係
性
等
は
判
決

文
の
中
で
示
さ
れ
た
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
本
市
の
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
に
よ
る
災
害

発
生
防
止
、
良
好
な
自
然
環

境
と
景
観
の
保
全
の
観
点
か

ら
、
条
例
改
正
等
の
必
要
が

生
じ
た
際
に
は
検
討
す
る
。

判
決
の
内
容
等
を
十
分
に
踏

ま
え
、
総
合
的
に
勘
案
し
た

上
で
、
必
要
な
部
分
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
時
期
に
条
例

等
の
改
正
を
し
て
い
く
。


